
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受任者

申請者若しくは 上下水道課

受任者確認欄 確認欄

交付申請書
　　・記名押印等がされ、本人の印が押してありますか □ □
　　・浄化槽の規模（人槽）は、建物の延床面積と照合しましたか □ □

　　　　130㎡以下（39坪）　　５人槽　・　３３２，０００円 □ □

　　　　130㎡超　　　 　  　　 ７人槽　・　４１４，０００円 □ □

　　　　２世帯住宅    　      10人槽　・　５４８，０００円 □ □

　　　　宅内配管工事費　　　　　　　　　　３３０，０００円 □ □

　　　　単独処理浄化槽撤去費　　　　　 １５０，０００円 □ □

　　　　くみ取り便槽撤去費　　　　　　　　１２０，０００円 □ □
(1) 事業計画書

　　・設置場所は、町内であり補助対象区域ですか □ □
　　　　　（公共下水道事業認可区域及び農業集落排水事業区域は不可） 　 　

　　・店舗併用住宅の場合、1/2以上が住宅ですか □ □
　　・浄化槽の人槽区分は、設置届出書又は仕様書と同じですか □ □
　　　　　（同じでない場合は、それが分かる資料を添付すること）

　　・使用予定人員は記載しましたか □ □

　　・放流水が敷地内処理の場合、ﾄﾚﾝﾁ方式等の設計になってますか　【(4)で確認】 □ □

　　　　　(地獄溜め方式は不可)

　　・着手予定日が申請日より後で、完了予定日は年度内ですか □ □
　　・設置する浄化槽は環境配慮型合併処理浄化槽ですか □ □
宅内配管工事費及び撤去費補助を受ける場合
　　・現在使用している汚水処理設備は単独処理浄化槽又はくみ取り便槽ですか □ □
　　・単独処理浄化槽又はくみ取り便槽の設置状況を確認できる書類を提出されていますか □ □
　　・浄化槽設置届出書（写）は提出されていますか　【(4)で確認】 □ □

(2) 収支予算書
　　・町補助金額が申請書と同額ですか □ □
　　・支出は項目ごとに記載されていますか □ □
　　・合計は正しく計算され、収入・支出額は同額ですか □ □
設置場所の案内図(位置図) 　 　
　　・設置箇所が特定できますか □ □
配置図（放流経路図）及び建物平面図等
　　・放流先が特定できる放流経路図ですか □ □
　　・建物の延床面積が分かるものですか □ □

　※確認は赤色　レ　を記入してください。

　※当確認書は、関係書類の最後に添付すること。

１／２

浄化槽設置整備費補助金交付申請確認書

◆申請前に浄化槽を設置してないことを確認した上で申請します。

№ 　　　　確　認　項　目

(3)



申請者若しくは 上下水道課

受任者確認欄 確認欄

(4) 建築確認申請書一式（写）　（浄化槽設置のみの場合無し） □ □

浄化槽設置届出書(写)　（既存家屋の場合）

　　・町上下水道課の受付印が押されていますか □ □

浄化槽仕様書（写）　（建築確認申請した場合）

　　・宇都宮土木事務所、民間機関、町都市整備課等の受付印が押されてますか □ □
　　　・申請者と設置者氏名は同一者ですか □ □
　　　・事業計画書と1.の設置場所は同じですか □ □
　　　・添付された形式適合認定書と2.の種類は同一ですか □ □
　　　・3.の処理の対処は②のし尿及び雑排水 □ □
　　　・6.はロ.の除去率90%・ハ.の要求量20㎎/ℓですか □ □
　　　・7.の放流水の処理先は適切ですか □ □
　　　・8.の施工業者は登録を受けていますか □ □

環境保全に関する誓約書（写）
　　・浄化槽設置者欄に記名押印等がしてありますか □ □

形式適合認定書 □ □

別添仕様書及び図面（型式欄を赤線囲み） □ □

浄化槽(第7条）法定検査依頼書(写) 　 　
　　・浄化槽設置者及び手続代行者欄に記名押印等がしてありますか □ □
    ・栃木県浄化槽協会の受付(領収)印が押してありますか □ □

浄化槽放流水敷地内処理の場合
　　・浄化槽放流水の敷地内処理装置概要書 □ □
　　・維持管理に関する誓約書（記名押印等） □ □
　　・浄化槽放流水敷地内処理施設仕様書 □ □

浄化槽設備士免状(写) □ □

小規模合併処理浄化槽施工技術特別講習会修了証書(写） □ □
　　※昭和63年度以降の浄化槽設備士の取得者は特別講習会修了証書(写)不要

登録証 　 　
　　・設置予定の浄化槽が記載されていますか □ □

登録浄化槽管理票（Ｃ票）
　　・設置予定の浄化槽が記載されていますか □ □
　　・登録・番号.年月日.浄化槽名称と同一ですか □ □
　　・設置者は申請者と同一者ですか □ □
　　・使用予定人員は記載されていますか □ □

保証登録証
　　・設置者は申請者と同一者ですか □ □
　　・栃木県浄化槽協会の登録確認証明印が押してありますか □ □

(7) 見積書の写（収支予算書額と合っていますか） □ □
　　・浄化槽設置費、宅内配管工事費、撤去費を分けて記載していますか □ □

(８) 完納（収納）証明書　　（※完納証明書等の出ない市町の場合は収納・納税証明書可） □ □
(９) 委任状

　　※申請者が、申請に係る権限を施工業者等に委任する場合
(10) 浄化槽設置場所が借地の場合は、所有者の承諾書等 □ □
(11) 放流先までの占用許可証（写）等（宅地内処理の場合不要） □ □

２／２

□ □

(5)

(6)

№ 　　　　確　認　項　目

浄化槽設置整備費補助金交付申請確認書　つづき



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受任者

申請者若しくは 上下水道課

受任者確認欄 確認欄

着手届は提出されていますか □ □

事業完了届

　　・申請者の記名押印等がされていますか □ □

　　・施工業者名及び業者印が押してありますか □ □

　　・年度・指令番号を確認しましたか □ □

１． 施工状況のチェックリスト

　　・申請時の浄化槽設備士免状と同一者ですか □ □

　　・浄化槽設備士本人の印が押してありますか □ □

　　・チェックリストに確認マークはありますか □ □

２． 浄化槽設置工事の現場写真 （必ず正確に撮ること） 　 　

　　・指定の方法で写真が撮られていますか □ □

　　　（浄化槽設備士が実地に監督している証・浄化槽本体・かさ上げ・型枠等には特に注意して撮ること）

３．
浄化槽の使用を廃止したときは、浄化槽使用廃止届出書　４部
（通常の廃止届出書３部+補助金の完了報告分1部　※該当する場合のみ）

□ □

既製底版コンクリート(PC板)を使用した場合、既製品の強度等を証明する書類
（仕様書等） □ □

◆浄化槽の設置場所（配置）等は事業計画と同じですか □ □

◆浄化槽工事完了報告書及び浄化槽使用開始報告書は提出されていますか
（栃木県浄化槽協会の受付印が押してあり、下記の使用開始年月日を記載すること）

使用開始年月日：　　　　　　　年　　　　　　月　　　　　　日

　※確認は赤色　レ　を記入してください。　

　※当確認書は、関係書類の最後に添付すること。

浄化槽設置整備事業完了届確認書

№

□ □

　　　　確　認　項　目



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受任者

申請者若しくは 上下水道課

受任者確認欄 確認欄

完了届は提出されていますか □ □

実績報告書

　　・申請書の住所と同じですか、転居の場合は住民票等を添付してますか □ □

　　・申請者の記名押印等がされていますか □ □

　　・年度・指令番号を確認しましたか □ □

(1) 実績報告書

　　・設置場所は、事業計画と同一箇所ですか □ □

　　・建物の種類・面積及び利用権限は事業計画書と同じですか □ □

　　・浄化槽の規格及び排出先は事業計画書(変更)と同じですか □ □

　　・使用人員は記載しましたか □ □

　　・総事業費は決算書と同じですか □ □

　　・着手日が交付決定日以降であり、完了日は年度内ですか □ □

　　・着手日と完了日が、着手届及び完了届と整合がとれていますか □ □

(2) 収支決算書 　 　

　　・補助金額は交付決定額と同額ですか □ □

　　・支出は項目ごとに記載されていますか □ □

　　・合計は正しく計算され、収入・支出額は同額ですか □ □

(3) 浄化槽維持管理業務委託契約書等（写） □ □

　　・浄化槽管理者と申請者は同一者ですか □ □

　　・業務委託契約日は、交付決定日以降ですか □ □

　　・設置する浄化槽は環境配慮型合併処理浄化槽ですか □ □

　　・保守点検業者の記名押印等がされていますか □ □

　　・設置箇所・型式・人槽等は申請と同じですか □ □

　　・１１条検査等も委託契約の締結がなされてますか □ □

(4) 領収書（写）が添付されていますか □ □

(5) 単独処理浄化槽又はくみ取り便槽を適正に処分したことを明らかにする書類（転換の場合）

　　・産業廃棄物管理票（マニフェスト）Ｄ票の写し □ □

　※確認は赤色　レ　を記入してください。

　※当確認書は、関係書類の最後に添付すること。

浄化槽設置整備費補助金実績報告確認書

　　　　確　認　項　目№


